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CR における加硫促進剤の加硫性能について (10)

前回， ノクセラ ー PRに加硫促進剤や加硫剤を併用した

CRの加硫について紹介した見今回は， PRにHを併用し

た場合の未加硫ゴムの貯蔵安定性， 加硫ゴムの熱老化前後

の物性， 圧縮永久ひずみについて紹介する．

図1に未加硫ゴムの貯蔵安定性を示す. Hを併用すると

貯蔵安定性は悪くなる． 図2に圧縮永久ひずみの結果を示

す. 70時間後の圧縮永久ひずみは， Hを添加すると改善さ

れる． 表1に熱老化前後の引張試験， 硬さ試験の結果を示

す. Hの併用は， TS, モジュラス， 硬さを高くする． ま

た， 熱老化後のモジュラスの変化率を小さくすることが で

きる．

実験

1. 配合

CR (非硫黄変性） 100, 酸化マグネシウム 4, ステアリン

酸1, SRF 45, ナフテン系袖10, 酸化亜鉛5, PR 1.0, 

試料

2. 試験項目

(1) 貯蔵安定性 ；未加硫ゴムを40℃ xz 週間放置後のVm

(ML 125℃ )を測定

(2) 引張試験

(3)硬さ試験；デュロメ ー タ ー A

(4) 熱老化試験；120℃

(5) 圧縮永久ひずみ試験；120℃， 大形， 25%圧縮

加硫条件 無添加；160℃ X 30分， H 併用；160℃ X 20分
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません．
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図2 加硫ゴムの圧縮永久ひずみ

表1 加硫ゴム物性

TS Eb lVI100 M200 HA [MPa] ［％］ [MPa] [MPa] 

初期 16.1 350 2.5 6.9 62 
無添加 120℃ x 48h 13.'1 (- 17) 140 (- 60) 9.8 (+ 250) 80 (+ 18) 

120℃ x 72h 13.7 (- 15) 90 (- 74) 84 (+ 22) 
初期 17.8 300 3.6 11.2 67 

H (0.5) 120℃ x 48h 12.2 (- 31) 120 (- 60) 10,5 (+ 192) 82 (+ 15) 
120℃ x 72h 12,6 (- 29) 80 (- 73) 85 (+ 18) 

初期 17.8 290 3.9 11.9 68 
H (1.0) 120℃ x 48h 13.7 (- 23) 120 (- 59) 10.8 (+ 177) 82 (+ 14) 

120℃ x 72h 12.3 (- 31) 80 (- 72) 85 (+ 17) 

（ ）内は変化率． ただし ， HA は変化を示す
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